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福
島
を
訪
れ
て

�

現
状
を
伝
え
た
い

プラス勧告完全実施せよ

　今年もよりよい教育をすすめ、仲間を増やそ
うと、

教育研究集会が開かれました。各分会や専門部
のつな

がりで、未組合員の青年が参加しました。北大
阪支部

のある分会では先輩が、養護教諭の講師の青年
や、他

支部に変わった講師の青年も誘って参加。城北
支部で

は、分会に丁寧に参加をよびかけ、青年をふく
む多く

の参加者がありました。東南支部では、分会の
役員の

先輩が５人の未組合員の青年を誘って参加。採
用試験

を目指している青年が、加入を約束。養教部
、障教

部、事務職員部の分科会も、つながりの青年が
たくさ

ん参加。青年部もエンディングを、はじめて
の青年

と。このつながりを次の拡大に!!

教研分科会に
つながりの青年参加

　

市
教
委
は
、
年
度
末

教
職
員
人
事
異
動
の
基

準
等
に
つ
い
て
提
案
を

行
い
ま
し
た
。
①
小
・

中
学
校
の
教
員
公
募
制

の
導
入
、
②
事
務
職
員

の
同
一
校
勤
務
年
数
の

短
縮
と
、
す
べ
て
の
事

務
主
幹
及
び
事
務
主
任

は
、「
学
校
間
連
携
」

の
た
め
、
同
一
校
勤
務

年
数
に
か
か
わ
ら
ず
人

事
異
動
の
対
象
と
す

る
、
③
「
雇
用
と
年
金

の
接
続
」
が
そ
の
内
容

で
す
。（
10
月
21
日
付

人
事
闘
争
速
報
参
照
）

　

か
つ
て
教
育
汚
職
を

引
き
起
こ
し
た
、「
主
に

現
任
校
の
校
長
と
受
け

入
れ
側
の
校
長
双
方
が

同
意
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
行
う
、
い
わ
ゆ
る
連

署
人
事
（
異
動
）」の
よ

う
な
希
望
転
任
制
（
Ｆ

Ａ
制
）や
教
員
公
募
制
、

校
園
長
と
一
部
の
教
職

員
で
学
校
教
育
を
進
め

よ
う
と
す
る
や
り
方

は
、
教
育
に
と
っ
て
重

要
な
教
職
員
の
共
同
を

破
壊
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
「
異
動
の

対
象
と
な
る
同
一
校
勤

務
年
数
」
は
、
教
員
も

事
務
職
員
も
同
じ
で
し

た
。
今
回
の
短
縮
は
重

大
な
変
更
で
す
。「
経

験
を
豊
か
に
し
、
力
量

を
高
め
る
た
め
」（
市

教
委
提
案
）に
も
、「
教

育
活
動
の
充
実
」
に
と

っ
て
も
、「
短
縮
」で
よ

い
の
か
十
分
に
検
討
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、「
全
て
の

事
務
主
幹
及
び
事
務
主

任
に
つ
い
て
は
、
同
一

校
勤
務
年
数
に
か
か
わ

ら
ず
、
人
事
異
動
の
対

象
と
す
る
」
と
し
て
い

る
こ
と
も
重
大
で
す
。

　

大
阪
市
教
は
人
事
異

動
方
針
の
改
悪
を
許
さ

ず
要
求
書
を
提
出
し
、

希
望
尊
重
の
人
事
実
現

の
た
め
全
力
を
上
げ
ま

す
。

　

平
和
を
愛
す
る
世
界

中
の
人
た
ち
と
日
本
国

憲
法
９
条
の
意
義
を
考

え
る
「
９
条
世
界
会
議

・
関
西
２
０
１
３
」
が

10
月
14
日
開
か
れ
５
千

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

国
際
民
主
法
律
家
協
会

の
ロ
ラ
ン
・
ベ
イ
ユ
副

会
長
（
仏
）、
元
米
陸

軍
大
佐
・
外
交
官
の
ア

ン
・
ラ
イ
ト
さ
ん
、
チ

ュ
ニ
ジ
ア
の
弁
護
士
ベ

ル
ハ
ッ
セ
ン
・
エ
リ
ー

ヌ
さ
ん
な
ど
18
人
の
海

外
代
表
も
参
加
し
ま
し

た
。

　

韓
国
の
イ
・
キ
ョ
ン

ジ
ュ
氏
は
、「
９
条
が

な
か
っ
た
ら
、
果
た
し

て
軍
国
日
本
を
ア
ジ
ア

の
友
達
に
し
て
く
れ
た

か
」
と
問
い
掛
け
、
安

倍
首
相
や
橋
下
徹
大
阪

市
長
・
維
新
の
会
代
表

の
一
連
の
発
言
を
批
判

し
ま
し
た
。

　

立
命
館
大
の
君
島
東

彦
氏
は
、
戦
後
世
界
の

課
題
で
あ
っ
た
日
本
の

非
軍
事
化
を
実
現
す
る

も
の
が
９
条
で
あ
り
、

「
ア
ジ
ア
民
衆
の
安
全

保
障
の
規
定
」
で
あ

り
、
米
軍
が
対
中
国
戦

略
を
強
化
す
る
中
で
、

西
日
本
の
軍
事
化
が
進

む
危
険
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
。「
９
条
を
守
る

こ
と
は
、
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
地
域
の
平
和
に
と

っ
て
大
き
な
意
味
が
あ

る
」と
力
説
し
ま
し
た
。

　

渡
辺
治
一
橋
大
学
名

誉
教
授
の
講
演
「
安
倍

政
権
の
新
た
な
改
憲
戦

略
と
運
動
の
課
題
」（
大

阪
憲
法
会
議
・
共
同
セ

ン
タ
ー
主
催
、
秋
の
憲

法
学
習
講
座
、
10
月
29

日
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　

安
倍
首
相
は
集
団
的

自
衛
権
行
使
を
中
心
に

解
釈
改
憲
を
進
め
、
本

国
会
で
、「
特
定
秘
密
保

護
法
」
の
成
立
を
狙
っ

て
い
る
。
秘
密
の
対
象

や
範
囲
が
国
民
に
明
確

に
さ
れ
な
い
こ
と
に
加

え
、
都
合
の
悪
い
情
報

を
隠
蔽
し
、
国
民
の
知

る
権
利
を
侵
害
し
て
い

る
。
原
発
事
故
や
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
の
正
確
な
情
報

は
、
大
多
数
の
国
民
に

は
隠
さ
れ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
…
で
あ
る
。

　

第
一
次
安
倍
政
権
時

の
改
憲
の
動
き
は
、「
九

条
の
会
（
２
０
０
４
年

設
立
）」に
代
表
さ
れ
る

運
動
の
広
が
り
が
世
論

を
変
え
、
改
憲
を
阻
ん

だ
歴
史
が
あ
る
。
地
域

や
職
場
を
根
城
に
、
良

心
的
な
保
守
の
人
々
と

も
共
同
の
運
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
戦
後
日
本
は
他

国
を
侵
略
せ
ず
、
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

も
な
か
っ
た
。
そ
れ
が

憲
法
９
条
の
力
で
あ
り

戦
後
日
本
の
成
長
と
繁

栄
を
支
え
て
き
た
こ
と

に
改
め
て
大
き
な
確
信

を
も
つ
必
要
が
あ
る
。
　

全
国
女
性
教
職
員
交

流
集
会
に
青
年
部
か
ら

参
加
し
10
月
12
日
か
ら

14
日
ま
で
宮
城
・
福
島

を
訪
れ
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
衝
撃
、
想
像
を

絶
す
る
中
で
の
頑
張
り

に
、
何
と
も
い
え
な
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。

　

福
島
県
産
の
米
や
魚

は
測
定
し
て
基
準
値
以

内
の
も
の
を
出
し
て
い

る
の
で
、
逆
に
安
全
と

の
話
。
牛
の
殺
処
分
は

証
拠
の
隠
滅
で
し
か
な

い
と
浪
江
町
に
残
る
こ

と
で
国
に
訴
え
た
い
と

い
う
話
。
手
つ
か
ず
の

田
ん
ぼ
に
は
、
瓦
礫
や

津
波
で
流
さ
れ
た
船
。

現
地
の
人
の
生
活
や
困

っ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま

り
伝
わ
っ
て
き
て
い
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
自

分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
少
な
い
け
れ
ど
、
被

災
地
の
現
状
や
原
発
事

故
の
問
題
を
し
っ
か
り

知
っ
て
、
ま
わ
り
の
人

に
伝
え
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

質
国
民
負
担
と
な
る
仕

組
み
を
述
べ
て
、「
利
益

は
電
力
会
社
に
、
リ
ス

ク
と
費
用
は
国
民
負
担

と
な
る
構
造
を
、
根
本

か
ら
改
め
る
必
要
が
あ

る
」と
強
調
し
ま
し
た
。

　

関
電
大
阪
本
店
前
で

抗
議
活
動
を
続
け
る
青

年
、
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・

も
ん
じ
ゅ
代
表
の
連
帯

の
あ
い
さ
つ
、
桂
歌
之

助
さ
ん
の
落
語
、
20
地

域
・
団
体
の
リ
レ
ー
ト

ー
ク
で
多
彩
な
運
動
を

交
流
し
ま
し
た
。

人事異動方針の改悪を許すな！

改
憲
許
さ
ぬ
地
域
で
の
共
同
を

権
利
侵
害「
特
定
秘
密
保
護
法
」

原
発
ゼ
ロ
の
会
大
阪

２
周
年
の
つ
ど
い

ア
ジ
ア
民
衆
の
安
全
保
障

市
教
委
が
校
長
に
強
制

批
判
の
声
ひ
ろ
が
る

９
条
世
界
会
議
に
５
千
人

教員公募制、事務職員 同一校勤務年数短縮

９
条
世
界
会
議
で
の

“
三
風
太
鼓
”　
　
　 大阪城公園教育塔前広場

11月15日 16時30分
府労組連決起集会

　

大
阪
市
教
育
委
員
会

は
10
月
８
日
学
校
管
理

規
則
を
改
正
し
、
校
長

が
「
学
力
テ
ス
ト
」
の

結
果
を
速
や
か
に
公
表

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
公
表
し
な
い
校
長

は
処
分
の
検
討
対
象
と

す
る
（
市
教
委
）
と
し

て
い
る
た
め
、
今
回
の

決
定
は
市
教
委
に
よ
る

結
果
公
表
の
強
制
に
他

な
り
ま
せ
ん
。
文
科
省

も
「
方
針
は
実
施
要
領

に
違
反
し
て
い
る
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

学
校
別
結
果
公
表

は
、
学
校
の
序
列
化
や

過
度
な
競
争
を
す
す

め
、
子
ど
も
や
保
護
者

・
教
職
員
を
巻
き
込
ん

だ
競
争
教
育
を
い
っ
そ

う
激
化
さ
せ
る
も
の
で
、

学
校
選
択
制
に
も
大
き

く
影
響
し
、
学
校
統
廃

合
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

　

大
阪
市
教
は
翌
９

日
、
見
解
を
発
表
し
、

「
子
ど
も
の
心
を
傷
つ

け
る
全
国
学
力
テ
ス
ト

の
学
校
別
成
績
の
公
表

に
反
対
の
声
を
上
げ
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
大
阪
市
教
・
市
障

教
・
市
高
教
・
全
教
大

教
組
各
単
組
・
労
働
団

体
・
市
退
教
・
新
婦
人
・

個
人
な
ど
４
０
０
近
い

撤
回
の
要
請
が
市
教
委

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大

阪
発
足
２
周
年
の
つ
ど

い
が
開
催
さ
れ
５
５
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

『
原
発
の
コ
ス
ト
』
著

者
、
立
命
館
大
学
の
大

島
堅
一
教
授
が
記
念
講

演
で
、
総
括
原
価
式
で

国
民
が
支
払
っ
た
電
力

料
金
の
一
部
が
原
子
力

損
害
賠
償
支
援
機
構
に

負
担
金
と
し
て
入
る
な

ど
、
事
故
コ
ス
ト
は
実

成績公表

朝
日
新
聞
10
月
15
日
付


